
記載事項（抜粋）施政方針演説等

関係する施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

年月日

施策の概要

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

  公衆衛生上の緊急事態やテロリズム等国民の生命、健康の安全を脅かす事態に対
して迅速かつ適切に対処することを目的として、厚生労働省及び地域における健康
危機体制を整備する。

    国民の生命、健康の安全を脅かす事態に対して、迅速かつ適切に対処するためには、
国や地域における円滑な情報交換、保健従事者の人材育成などが重要である。平成１８年
度に実施した健康危機管理調整会議、健康危機管理保健所長等研修などの実施状況を
みると、国及び地域における健康危機管理体制の確立に向けて、円滑な情報交換、人材
育成が着実になされていることから、施策目標の達成に向けて進展していると評価できる。

【評価結果の概要】

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

（評価結果の分類）
　　施策目標の達成に向けて進展しており、現在の取組を続ける

平成１９年度実績評価書要旨

政策体系上の位置付け健康危機が発生した際に迅速かつ適切に対応
するための体制を整備すること

評価実施時期：平成１９年８月 担当部局名：大臣官房厚生科学課

基本目標Ⅰ
安心・信頼してかかれる医療の確保
と国民の健康づくりを推進すること
施策目標１３
健康危機管理を推進すること

（Ⅰ－１３－１）

施策名

施策目標に係る指標
（達成水準／達成時期）

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１ 健康危機管理調整会議の定期開催 24 24 24 24 24

件数（単位：回）
（月２回／毎年度）

２ 健康危機管理調整会議の随時開催 2 2 3 2 1
件数（単位：回 （－））

３ 健康危機管理支援情報システムへ 305 6,272 10,278 15,309 30,287
（ ）（ ）のアクセス件数 単位：件 －

４ 健康危機管理保健所長等研修の受 343 260 291 285 232
講者数実数（単位：人 （－））

（調査名・資料出所、備考）
・指標１及び２は、大臣官房厚生科学課の調べによる。
・指標３及び４は、国立保健医療科学院の調べによる。
・備考：全ての指標は、実績数を記載している。


